
「発達の心配事」「小学校への
進学に不安がある」年長児のお
子さんが対象です。
『小さな学校』をコンセプトに、
机と椅子、教材を用意。支援学
級を想定した教室環境を設定し
ています。
給食着を着ての昼食、探検ボー
ドを持ってお散歩など、実際の
学校生活に沿ったプログラムを
段階的に行い、就学に必要な態
度、姿勢を身に付けられるよう
支援を行っています。
より実践的な就学支援を行い、
園生活から無理なく学校生活に
移行できることを目指していま
す。

あすなろキャンバス

運動・感覚
理学療法士による運動プログラムを
行っています。柔軟体操やサーキッ
ト運動などを通じて体の使い方を育
み、基本的な動き（座る、立つ、道
具を使う…etc）の土台作りをします。

人間関係・社会性

健康・生活

言語・コミュニケーション 認知・行動

児童発達支援

言語聴覚士の助言を得ながら活動を
振り返り、絵や言葉でまとめ発表を
行ったりします。
自分の考えをまとめ伝える、他者の
考えを聞く力を育みます。

運動活動では体操着への着替え、昼
食時には配膳の練習を行います。ま
たお掃除の時間にはほうきを使用す
るなど、活動を通じて学校生活に必
要な生活スキルを身につけていきま
す。

音楽プログラムを通じて、リズム感
や感性を育みます。
また、他者と合わせて楽器を演奏す
ることで自己表現やコミュニケー
ション能力を高めていきます。

場面に合わせた発言、声のボリューム、話を聞く態度などを視覚支援を取り
入れつつ身につけていけるよう支援します。
言語聴覚士が中心となりSSTのプログラムを取り入れ、自己理解を深め、相
手の立場を意識していきます。また実生活に即した場面を考えることで公共
性を学んでいけるよう支援します。



小学校中学年以上のお子さんた
ちが多く通ってきている施設で
す。各曜日で特徴ある活動を
行っています。
月曜日と金曜日はプログラミン
グをメインに、火曜日は中学生
から高校生までのお子さんが就
労作業を、水曜日と木曜日は制
作活動やSSTなどのグループ活動
をメインに行っています。
子どもたちの発言や発想を引き
出し、形にしていくことで自信
をつけ将来に生きる力をつけて
いけるよう支援していきます。

あすなろキャンバス

運動・感覚
活動前にラジオ体操をしたり簡単な運動
を取り入れることで、遊びから活動への
入り替えをはかっています。
また椅子の脚には『ふみおくん』を設置
し、姿勢保持をサポートしています。

人間関係・社会性

健康・生活

言語・コミュニケーション 認知・行動

放課後等
デイサービス

会議形式や発表など、話し合いの場
や人の前で発言する場面を設定し、
自らの意思を発信する練習を行いま
す。また、お友だち同士での言葉の
やり取りを通じて、場面に合った言
葉を使えるよう見守ります。

作業の準備に伴う身だしなみの確認
の他、調理実習の際のエプロン・三
角巾・マスクの着用、手洗い・うが
いなどを行うことで、日常生活に必
要な生活スキルの向上を目指します。

プログラミングを通して、試行錯
誤・論理的思考力を育んでいきます。
また、作成したゲームや動画などを
発表する場を設け、成果を目にしや
すくすることで達成感を感じ、自信
の向上に繋げます。

場面に合わせた言動、周囲の状況をみて行動できるよう支援していきます。
ペアワークやグループワークのなかで役割をもって取り組むことで、他者と
協力することを体験的に学んでいけるようにしています。
また、長期休暇では電車などの公共交通機関の利用や、博物館などへの訪問
を通じて公共性を学ぶ場を設けています。

プログラミングを通して
誤
また
発表する場を設け
すくすることで達成感を感じ
の向上に繋げます

作業の準備に伴う身だしなみの確認
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